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4．調査項目  診療報酬改定の結果検証に係る特別言局査（平成20年度調査）  

病院勤務医の負担軽減の実態調査 結果概要（速報）  
主な内容  調査区分   

○施設属性等  

・開設主体、病床数、種別、DPC対応状況、診療科、入院基本料区分  

・平均在院目数、紹介率、逆紹介率  

・救急医療体制  

・地域連携室、24時間の画像・検査体制・調剤体制の有無  

・職員数、医師事務作業補助者数、MSWの人数  

・電子カルテの導入状況 ／等  

○患者数  

・外来患者数、救急搬送による緊急入院患者数、新規入院患者数、退院患者   

数 ／等  

○勤務医の負担軽減策の実施状況  

・取り組んでいる勤務医の負担軽減策の内容 ／等  

○勤務医の人数・勤務状況等  

・常勤医師・非常勤医師数の推移（診療科別・男女別）  

・勤務医の月あたり平均勤務時間の推移（診療科別）  

・勤務医の月あたり平均当直回数の推移（診療科別）  

・連続当直合計回数の推移（診療科別） ／等  

○入院時医学管理加算における施設の概況  

・入院時医学管理加算の届出状況・予定、届出時期  

・選定療養（実費徴収）の状況、金額  

・全身麻酔の件数、手術件数 ／等  

○入院時医学管理加算の効果・課題等  

・勤務医の負担軽減策としての効果  

・課題・問題点  ／等  

○医師事務作葉柄助体制加算における施設の概況  

・医師事務作業補助体制加算の届出状況・予定、届出時期  

・医師事務作業補助体制加算の区分  

○医師事務作業補助者の配置状況・業務内容等  

・医師事務作業補助者の配置時期・配置状況  

■医師事務作業補助者の人数・給与総額  

・医師事務作業者が担っている業務内容（診断書などの文書作成補助、診療   

記録への代行入力、診療データ整理など）  

○医師事務作業補助体制加算の効果・課題等  

・勤務医の負担軽減策としての効果  

・課題・問題点  ／等  

○ハイリスク分娩管理加算における施設の概況  

・ハイリスク分娩管理加算の届出状況・予定、届出時期  

・分娩件数  

・ハイリスク分娩管理加算の算定回数  

・ハイリスク分娩患者の内訳  

○ハイリスク分娩管理加算の効果・課題等  

・勤務医の負担軽減策としての効果  

・課題・問題点  ／等   

施設調査  

1．目的   

・病院勤務医の負担軽減策の取組み状況等の把握  

・病院勤務医の負担軽減と処遇改善等の把握  

2．調査対象   

・本調査では、「施設調査」「医師責任者調査」「医師調査」の3つの調査を実施した。各調   

査の対象は、次のとおりである。  

・施設調査：「入院時医学管理加算」、「医師事務作業補助体制加算」、「ハイリスク分娩管理  

加算」のいずれかの施設基準の届出をしている全ての病院（1，151施設）を対象とした。  

・医師責任者調査・医師調査：上記「施設調査」の対象施設に1年以上勤務している診療  

科責任者及び医師を対象とした。ただし、1施設につき医師責任者最大8名（各診療科に   

つき1名×最大8診療科）、医師最大24名（各診療科につき3名×最大8診療科）とした。  

3．調査方法   

・対象施設・医師が記入する自記式調査票の郵送配布・回収とした。  

・「施設調査」については、施設属性、勤務医の負担軽減策の実施状況、勤務医の勤務状況、   

入院時医学管理加算に関する調査項目、医師事務作業補助体制加算に関する調査項目、   

ハイリスク分娩管理加算に関する調査項目等を尋ねる調査票（「施設稟」）を配布した。  

－「医師責任者調査」「医師調査」については、基本属性、勤務状況、業務の負担感、業務   

分担の実施状況と効果、処遇改善の有無等を尋ねる調査票（「医師責任者票」「医師票」）   

を配布した。なお、医師責任者稟については、管理する診療科について業務負担の状況   

や勤務実績等も別に尋ねている。  

・「医師責任者稟」「医師票」の配付に際しては、上記の「施設調査」の対象施設を通じて   

行ったが、回収は、医師責任者・医師がそれぞれ専用封筒に同封・封絨した調査票を、   

対象施設の管理者が回収し、調査事務局宛の専用返信封筒に施設票と同封の上、返送す   

る形式とした。  

・調査実施時期は平成20年12月～平成21年2月。  



医師責任者調  ○基本属性  
・性別、年齢、医師経験年数、診療科、勤務形態、役職 ／等  
○勤務状況  
・実勤務時間、外来診療担当の有無、当直回数、連続当直回数 ／等  
○個人としての業務負担の状況等  
・負担が重い業務及びその割合、業務負担の変化 ／等  
○診療科における業務負担の状況等  

・業務負担の変化、夜間・早朝の軽症救急患者数の変化 ／等  
○勤務医の負担軽減策の取組み状況等  
・勤務医負担軽減策の取組み状況及びその効果  
・業務分担の状況及びその効果  
・医師の処遇改善等の有無 ／等  

○課題等  
・今後の課題 ／等  

5．結果概要  

（1）回収の状況  

図表1回収の状況  

有効回収数   有効回収率   

施設調査   51（；   44．8％   

医師責任者調査   2，389  

医師調査   4，227  

※施設調査の回収数は526件であった。いずれの施設基準についても届出がないと回答があった   
施設票を無効票（10票）とした。  

※医師責任者調査の回収数は2，774件、医師調査の5，574件であった。両調査とも対象病院にお   
ける勤続年数が1年未満もしくは無回答のものについては無効票（医師責任者調査：134票、   
医師調査：943票）とした。また、この他、施設票の回収がなかったものは無効票とした。   

医師調査  ○基本属性  

・性別、年齢、医師経験年数、診療科、勤務形態、役職 ／等  
○勤務状況  
・実勤務時間、外来診療担当の有無、当直回数、連続当直回数 ／等  

○業務負担の状況等．  

・負担が重い業務及びその割合、業務負担の変化 ／等  
○勤務医の負担軽減策の取組み状況等  
・勤務琴負担軽減策の取組み状況及びその効果  
・業務分担の状況及びその効果  
・医師の処遇改善等の有無 ／等  

○課題等  
・今後の課題 ／等  

t■●  」敬一  



②施設ゐ属性  

1）開設主体  

（2）施設調査の結果概要  

【調査対象等】  

図表4 開設主体  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

調査対象：「入院時医学管理加算」、「医師事務作業補助体制加算」、「ハイリスク分娩管  

理加算」のいずれかの施設基準の届出をしている全ての病院（1，151施設）  

回答数：516施設  

回答者：施設の管理者  全体  
（∩＝516）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝74）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（∩＝339）  

ハイリスク分娩管理加算   
届出施設（∩＝310）  

け……－－≠H－≠＿－＿＿＿＿＿＿－…＿＿＿＿」  

（D施設基準の届出状況  

図表2 施設基準の届出状況（n＝516）  

0％  20％  40％  60，‘  80％  100％  

田園立  田公立  口公的  

四社会保険関係団体 日医療法人  B個人  

日学校法人  臼その他の法人   □無回答   

入院時医学管理加算  

医師事務作業補助体制加算  

ハイリスク分娩管理加算  

（注）複数の施設基準の届出を行っている施設があるため、各施設基準のサンプル数の和  

は全体のサンプル数と一致しない。以下、同様。  

※参考：開設主体の内訳  
ロ届出をしている  

口届出をしていない  

8現在は届出なし、今後届出を行う  

□無回答  
国立   厚生労働省、独立行政法人国立病院機構、国立大学法人、独立行政  

法人労働者健康福祉機構、その他（国）   

公立   都道府県、市町村、地方独立行政法人   

公的   日本赤十字社、済生会、北海道社会事業協会、全国厚生農業協同組  

合連合会、国民健康保険団体連合会   
社会保険関係国  全国社会保険協会連合会、厚生年金事業振興団、船員保険会、健康   
体   保険組合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民健康保険  

組合   

その他の法人   公益法人、社会福祉法人、医療生協、会社、その他の法人  

図表3 施設基準届出状況別施設数  

施設数  構成割合   
すべての施設基準の届出あり   49   9．5％   

（入院時医学管理加算＋医師事務作業補助体制加算）届出あ，り   12   2．3％   

（入院時医学管理加算＋ハイリスク分娩管理加算）届出あり   ‖   2．1％   

（医師事務作業補助体制加算＋ハイリスク分娩管理加算）届出あり   86  16．7％   

入院時医学管理加算のみ届出あり   2   0．4％   

医師事務作業補助体制加算のみ届出あり   192  37．2％   

ハイリスク分娩管理加算のみ届出あり   164  31．8％   
●合計   516  100．0％  



2）許可病床数  3）病院種別  

図表5 許可病床数  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

図表6 病院種別（複数回答）  

0．0，i  20．0％  40．0†i 60．0％  80，0％ 100．0％  

特定機能病院  

地域医療支援病院  

小児救急医療拠点病院  

災害拠点病院  

がん診療連携拠点病院  

ロ50床未満   臼50床～99床  ElOO床～149床 巴150床～199床  

臼200床～299床 ロ300床－499床 ロ500床以上  
良人院時医学管理加算  
届出施設（n＝74）  

日医師事務作業補助体制辺ハイリスク分娩管理加算   
加算届出施設（n＝339） 届出施設（∩＝310）   囲全体         （∩＝516）  



6）標梼している診療科  4）救急医療体制  

図表9 標模している診療科（複数回答）   図表7 救急医療体制（複数回答）  

0．0％  2（】＿0％  40．0％  80．0％  80．0％ 100．0％  

第2次救急  

救命救急センター  

高度救命救急センター  

総合周産期母子医療セント  

地域周産期母子医療センター  

その他  

無回答  

届出施設（∩＝74）  ‾ 
m「73前古訴 93．2   932   75．8   73．5   64．9  田医師事務作業補助体制96・5  

！田ハイリスク分娩管理加算盲 94・2  91，3 1 93．5  

届出施設（n＝310）  

5）DPC対応  

図表8 DPC対応  

0％    20，ら   40％   60％   80％  100％  

全体  
（n＝516）  

入院時医学管理加算  
届出施設（n＝74）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（n＝339）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（n＝310）  

pDPC対象病院 E］DPC準備病院 E］対応していない □無回答  

10   



8）勤務医負担軽減対策計画の策定状況  7）24時間の診療体制等  

図表10 24時間の診療体制等（複数回答）  

0．0％  20．0％  40．0％  60．0％  80．0％ 100．0％  

図表11勤務医負担軽減対策計画の策定状況  

0％  20，i   40，i   601    80！i lOO％  

地域連携圭の設置  
全体  
（n＝516）  

入院時医学管理加算  
届出施設（n＝74）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（∩＝339）  

ハイリスク分娩管理加算   
届出施設（∩＝310）  

24時間の画像診断体制  

24時間の検査体制  

24時間の調剤体制  
口既に菜定済み E現在策定中である E策定していない 口無回答  

9）診療録電子カルテの導入状況  

図表12 診療録電子カルテの導入状況  
Ⅲ全体  Ⅲ入院時医学管理加算  
（∩＝516）  届出施設（∩＝74）  

8医師事務作業補助体制 辺ハイリスク分娩管理加算   
加算届出施設（n＝339）  届出施設（n＝310）  40％  60％  80％  100％  － －－一一 － H†－－－   

ま 

1導入し石いる一◆一  口重入していない  □無回答  

図表13 診療録電子カルテの導入時期  

0％  10，i 20％  30％  40，i 50，i 60％  70！‘ 80†G  90，i lOO％  

全体（n＝229）  

F平成14年以前 n平成15年   巴平成16年   田平成17年  

白平成柑年   口平成19年   良平成20年以降 口無回答  

12   11  



10）平均在院日数、紹介率、逆紹介率  

図表17 逆紹介率  

図表14 病院全体の平均在院日数  
（単位：％）  

平均値  標準 偏差  最大値  最小値  中央値   

全体   
n＝417  19年10月   31．1  2ユ．0  140＿4   0．0  26．6  

n＝417  20年10月   34．3  23．2  117．9   0．0  Z9．9   

入院時医学管理加  43．2  22．1  100．0   5．1  44．2  

算届出施設   n＝64  20年10月   49．3   24．8  117＿9   4，り  48．2   

医師事務作業補助  31．9  23．9  140，4   0．0  26．5  

体制加算届出施設   35．1   24．8  117．9   0．0  29．4   

ハイリスク分娩管  32．7   19．6  100．3   0．0  30．1  

理加算届出施設   37．1   22．4  117．9   0．0  34．4   

（単位：日）  

平均値  標準 偏差  最大値  最小値  中央イ直   

全体   
n＝501  19年10月   18．7   2：！．0  402．0   4．9  15．6  

n＝501  20年10月   18．4  2：‡．1  402．0   4．1   14．9   

入院時医学管理加  15．1   23．6   8．7   14．6  

算届出施設   n＝75  20年10月   14．7   3．0  26．6   8．6  14．3   

医師事務作業補助  20．4  28，0  402．0   6．9  15．8  

体制加算届出施設   20．1   2臥1  402．0   6．7   15．1   

ハイリスク分娩管  16．1   17．7  313．6   4．9   14．6  

理加算届出施設   15．7   17．5  【 308．5   4．1   14．4   

11〉 一般病棟の入院基本料区分  
図表15 一般病棟の平均在院日数  

（単位：日）  

図表18 一般病棟の入院基本料区分  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

平均値  標準 偏差  最大値  最小値  中央値   

全体   
n＝502  19年10月   15．7   1：ミ．8  313．6   4．9  14．9  

n＝502  20年10月   15．3   13．6  308．5   4．1   14．3   

入院時医学管理加  14，5   2，6  23．3   8．7   14．3  

算届出施設   n＝71  20年10月   14．0   2．5  22．2   8．6  13．8   

医師事務作業補助  16．3   16，9  313．6   6．9  15．0  

体制加算届出施設   15，9   ■ ●  308．5   6．7   14．4   

ハイリスク分娩管  15，3   17．5  313．6   4．9  14．2  

理加算届出施設   14．9   17．2  308．5   4．1   14．0   

全体（∩＝516）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝74）  

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（n＝339）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（n＝310）  

（注）最大値は障害者施設等入院基本料等又は特殊疾患病棟入院料等病棟の特定入院料を算定す  

る病棟を保有する施設。  

図表16 紹介率  

（単位：％）  

平均値  標準 偏差  最大値  最小値  中央値   

全体   
n＝451  19年10月   43．0  21．7  100．0   0．0  40．8  

n＝451  20年10月   44．5  22．4  100．0   0．0  43．0   

入院時医学管理加  56．0   18．1   97．5   14．5  55．1  

算届出施設   n＝67  20年10月   57．2   18．2  90．1   1B．8  58．5   

医師事務作業補助  41．1  21．9  100．0  0，0  39．2  

体制加算届出施設   42．4  22．3  100．0   0．0  40．9   

ハイリスク分娩管  48．1  20．3  100．0   0．0  48．2  

理加算届出施設   50．0  20．9  100．0   0．0  51．3   

1田7対1 日10対1 招13対1 田15対1 □無回答 ㌢  

（注）「特別入院基本料」の施設は該当がなかった。  
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13）随員数  12）精神病棟の入院基本料区分  

図表19 精神病棟の入院基本料区分  

0ヽ  20ヽ  ヰ0ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ   

図表20 職員数（常勤換算）  

（単位：人）  

平均値、  標準偏差  最大値′  最小値  中央値  

医師   95．2  115．8  806．6   3．g  55，1  

歯科医師   3．3   14．1  197，8   0．0   0．0  
看護師・保健師   ユ77．7  214．邑  l，07ユ．0   1．0  ユユ7＋ユ  

助産師   13．3   15．0  1Sl＜．6   0．0  11．0  

准看護師   16．8   1（；．5   99．4   0，0   12，2  
薬剤師   15／7   12．9   S3．0   1．0   1乙4  

技師   5亀．0   51．4  443．0   0．0  4名．0  

その他   115．0   92．0  766．9   0．0  94．3  

合計   595．0  453．6  3，048，0   44．2  4去2．1   

月  9＄．5  120．1  799．6   3．S  5（；．9  

歯科医師   3．3   13．7  192．S   0．0   0．0  
平   2＄7，2  223．8  1，074．1   1．0  233．5  

成  14，2   16．1  19g．6   0．0   12．0  

20   15．9   15．7   96．4   0．0  11．3  
年 10  16．l   13ユ   83．4   l．0  12．S  

技師   60．2   52，8  438．0   0．0  49．1  

月   118．4   94＿4  g89．1   0．0  9名．5  

合計   613．g  470．5  3，060．0  46．7  485．5   

全体（n＝105）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝17）  

医師事務作美補助体制  
加算届出施設（n＝37）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（n＝93）  L■  

110対1  E‖5対1  口特別入院基本料   巳無回答  

（注）・精神病床を有する105施設を対象とした。   

・「18対1」「20対1」は該当がなかった。  

（注）平成19年10月及び平成20年10月の2月について欠損値のない504施設を対象に、集計  

を行った。  

14）医師事務作業補助者  

図表21医師事務作業補助者の有無  

0％  10％  20，i  30％  40％  50！i  60％  70％  80％  90†i 100％  

医師事務作業補助者（人）  

（注）医師事務作業補助者がいるという回答があった381件のうち、人数が不明だった17件を  

除く364件を対象に集計を行った。  
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②患者数等  

1）1か月の外来患者数  15）MSW（医療ソーシャルワーカー）  

図表23 MSW（医療ソーシャルワーカー）の有無  図表27 1か月の外来患者数  

（単位：人）  

平均値  標準偏差  最大値  最小値  中央値   

n＝479  19年10月  2，139．0  1，441．7  10，3g6．0  81．0  1，854．0  
（D外来患者数（初診）                 n＝479  20年10月  2，053．9  1，395．8  10，861．0  82．0  1，760．0   
②外来患者延べ人数  
（再診）   n＝479  20年10月  16，777．9  12，690．3  92，4S7．0  1ヱ8．0  14⊃338，0   
③救急搬送による外  0．0  115．0  

来患者延べ人数   n＝479  20年10月  242，2  417．7  4，434．0   0．0  110．0   

④選定療養の実費徴  0．0  53ウ．0  

収を行った患者数   0．0  490．5   

m＝47り  19年10月   1．3％  
⑤③／（①＋②）  

n＝479  20年10月   1，3％  

n＝450  19年10月  喜 27．1％  
⑤④／①  n＝450  20年10月  26．7％  ‖   

10％  20％  30％  40，i 50％  60％  70％  80，i 90％ 100％  0％  

平均値  標準偏差  最大値  最小値  中央値   

MSW（人）   3．0   2．0   18プ   0．5   2．9   
（注）外来患者数（初診）、外来患者延べ人数（再診）、救急搬送による外来患者延べ人数につい  

て、平成19年10月及び平成20年10月について回答が得られた479件を対象に集計を行  

った。  

2）1か月の入院患者数  

図表281か月の入院患者数等  

（単位：人）  

（牲）MSWがいるという回答があった476件のうち、人数が不明だった16件を除く460件を  

対象に集計を行った。  

16）病院ボランティア  

図表25 病院ボランティアの有無  

10％  20，i 30！も  40％  50†i 60％  70％  80％  90％ 100†i  
平均値  標準 偏差  最大値  最小値  中央値   

①新規入院患者数   
】Fヰ88  19年10月  631．4  457．6  2，595．0  38．0  546．0  

n＝488  20年10月  634．7  46l．0  2，619．0  38．0  549．0   

②救急搬送により緊急入  0．0  68、0  

院した患者数   m＝444  20年10月  96．1  90，5  580．0   0．0  67．0   

③退院患者数   
n＝488  19年10月  611．3  4：ほ．8  Z，501．0  19．2  537．0  

n＝488  20年10月  635．3  459．0  2，592．0  42．0  551．0   

④診療情報提供料を算定  0．0  79．0  

した退院患者数   n＝387  20年10月  137．0  152．2  1，027．0   0．0  89．0   

（9転帰が治癒であり通院  0．0  1り．0  

の必要のない退院患者数   0．0  20．0   

lF488  19年10月  320．2  218．8  1，183．0   8．0  271．5  
⑥月末在院患者数  

n＝488  20年10月  313．2  213．7  1，OS5．0  17．0  271．0   

0％  

平均値  標準偏差  最大値  最小値  中央値   

病院ボランティア（人）   39．0   51．5  370．0   0．2   21．0   （注）新規入院患者数、退院患者数、月末在院患者数について、平成19年10月及び平成20年   

10月分の回答が得られた488件を対象に集計を行った。  （注）病院ボランティアがいるという回答があった294件のうち、人数が不明だった32件を除  

く262件を対象に集計を行った。  
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③病院勤務医の状況について  

1）常勤医師数  

図表29 常勤医師数1．施設あたり平均人数（診療科別男女別 実人数）  

（単位：人）  

2）当直回数  

図表31診療科別 常勤医師1人あたり月平均当直回数  

回  
0．00  1．00   2．00   3．00   4．00   5．00  

平成19年10月   平成20年10月  
男性  女性  男性   女性   

病院全体の医師   71．8   15，2   73．6   16．4   

内科の医師   17．1   3．2   17．5   3＿4   

精神科の医師   1．6   0．3   1．7   0．3   

小児科の医師   3．9   1．4   4．0   1．5   

外科の医師   9，4   0．£   9．4   0．8   

脳神経外科の医師   2．7   0．1   2．7   0．2   

整形外科の医師   4．9   0．2   5．1   0．2   

産科又は産婦人科の医師   2．9   1，4   3．0   

救急科の医師   1．7   0．2   1．8   0．2   

その他の医師   27．6   7．6   28．3   8，2   

病院全体（n＝370）  

内科（n＝41り  

精神科（n＝147）  

小児科（∩＝303）  

外科（n＝395）   

脳神経外科（n＝269）  

整形外科（n＝351）  

産科・産婦人科（n＝293）  

救急科（∩＝133）  

その他（∩＝370）  

虞1  

（注）欠損値のない朋4件を対象に集計を行った。  

（注）・平成19年10月及び平成20年10月とも記載のあった診療科医師の平均当直回  

数を対象とした。   

・nは施設数である。′  

図表32 診療科別 非常勤医師1人あたり月平均当直回数  

回  
0．00   1．00   2．00    3．00   4．00   5．00  

図表30 非常勤医師数1施設あたり平均人数（診療科別男女別 実人数）  

（単位：人）  

平成19年10月   平成20年10月 
男性  女性  男性  女性   

病院全休の医師   16．0   6．2   16．2   6．6   

内科の医師   4．0   1，3   3．9   1．3   

精神科の医師   0．6   0．3   0．6   0，3   

′ト児科の医師   0．7   0＿4   0．8   0．5   

外科の医師   2．4   0．4   2．5   0．4   

脳神経外科の医師   0．5   0．0   0．5   0．0   

整形外科の医師   0．9   0．1   0．9   0．1   

産科又は産婦人科の医師   0．4   0．4   0．5   0．5   

救急科の医師   0．3   0．1   0．3   0．1   

その他の医師   6．1   3．2   6．2   3．4   

病院全体（∩＝116）  

内科（n＝77）  

精神科（∩＝34）  

小児科（n＝42）  

外科（n＝60）  

脳神経外科（∩＝33）  

整形外科（∩＝46）   

産科・産婦人科（n＝49）  

救急科（n＝17）  

その他（n＝87）  

（注：い欠損値のない288件を対象に収益を行った。   

・本調査では、週24時間以上当該施設に勤務する非常勤医師に限定している。  

（注）・平成19年10月及び平成20年10月とも記載のあった診療科医師の平均当直回  
数を対象とした。   
・nは施設数である。  
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3）連続当直合計回数  

図表33 診療科別1か月あたり連続当直合計回数（常勤医師）  

0′00   100   2．00   300   4．00   500  

図表35 診療科別1か月あたり連続当直合計回数（非常勤医師）  

回  
0．00  1．00   2．00   3．00   4．00   5＿00   6．00  

病院全体（n＝97）  

内科（∩＝59）  

精神科（n＝29）  

小児科（n＝33）  

外科（∩＝47）  

脳神経外科（∩＝26）  

整形外科（n＝36）   

産科・産婦人科（n＝39）  

救急科（∩＝1り  

その他（∩＝67）  

病院全体（n＝258）  

内科（n＝206）  

精神科（n＝96）  

小児科（n＝169）  

外科（n＝207）  

脳神経外科（n二142）  

整形外科（n＝183）   

産科・産婦人科（n＝183）  

救急科（悍77）  

その他（n＝194）  

（注）・平成19年ユ0月及び平成20年10月とも記載のあった診療科医師全体の連続当  

直の合計回数を対象とした。   
・nは施設数である。  

図表36 診療科別 連続当直実施施設の割合（非常勤医師）  

0．0％    20．0％   40．0％   60．0％   80＿0％  100．0％  

（注）・平成19年10月及び平成20年10月とも記載のあった診療科医師全体の連続当  

直の合計回数を対象とした。   

・nは施設数である。  

図表34 診療科別 連続当直実施施設の割合（常勤医師）  

0＿0％    20．0！i   40．0％    60，0％    80．0％   100．0％  

病院全体（∩＝258）  

内科（n＝206）  

精神科（n＝96）  

小児科（n＝169）  

外科（∩＝207）  

脳神経外科（∩＝142）  

整形外科（∩＝183）   

産科・産婦人科（n＝183）  

救急科（n＝77）  

その他（n＝194）  

病院全体（n＝97）  

内科（n＝59）  

精神科（n＝29）  

小児科（∩＝33）  

外科（∩＝47）  

脳神経外科（∩＝28）  

整形外科（n＝36）   

産科・産婦人科（n＝39）  

救急科（n＝†り  

その他（∩＝67）  

（注）・平成19年10月及び平成20年10月とも記載のあった診療科医師の平均当直回  

数を対象とした。   

・nは施設数である。  

21  

（注卜平成19年10月及び平成20年10月とも記司雛〕あった診療科医師全体の連続当  

直の合計回数を対象とした。   

・nは施設数である。  
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④負担軽減策の実施状況  

1）負担軽減策の取組み状況  
図表38 負担軽減策の取り組み状況（施設基準別）  

～①医師・看護師等の業務分担～  

0％ 10％ 20†i 30†i 40％ 50％ 60％ 70！i 80％ 90％100！も  
図表37 負担軽減策の取組み状況（n＝516）  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60＼  80ヽ  100ヽ  

全体  
（∩＝516）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝74）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（∩＝339）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（∩＝310）  

医師・看護師等の  
業務分担  

医師事務作業  
補助体制  

短時間正規雇用の  
医師の活用   

連続当直を行わない  
勤務シフト  

当直後の通常勤焉  
に係る配慮  

n取り組んでいる  ロ計画にあるが、取り組んでいない  

日計画にない  圧その他  

□無回答  
ー「  

皿取り組んでいる  □計画にあるが、取り組んでいない  

日計画にない  巳その他  

□無個答  

国表39 負担軽減策の取り組み開始時期（施設基準別）  

－①医師・看護師等の業務分担～  

0ヽ 10ヽ 20ヽ 30ヽ 40ヽ 50＼ 60ヽ 70ヽ 80ヽ 90＼】0（〕＼  

全体  
（n＝291）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝5り   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（∩＝206）  

ハイリスク分娩管理加算   
届出施設（n＝174）  

コ平成20年3月以前   田平成20年4月以降   口無回答  

（注）各項目について「取り組んでいる」と回答のあった施設を対象に集計を行った。  
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図表40 負担軽減策の取り組み状況（施設基準別）  

～②医師事務作業補助体制～  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

図表42 負担軽減策の取り組み状況（施設基準別）  

～③短時間正規雇用の医師の活用～  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

全体  
（∩＝516）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝74）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（∩＝339）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（n＝310）  

全体  
（n＝516）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝74）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（n＝339）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（n＝310）  

臼  田取り組んでいる  田取り組んでいる  

巴計画にない D無回答  

取り組んでいない  
口計画にない  臼その他  

図表41負担軽減策の取り組み開始時期（施設基準別）  

－②医師事務作業補助体制～  

0％ 10†i 20％ 30％ 40％ 50†i 60％ 70％ 80†i 90％100％  

図表43 負担軽減策の取り組み開始時期（施設基準別）  

～③短時間正規雇用の医師の活用～  

0％ 10％ 20％ 30†i 40†G 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

全体  
（n＝398）  

入院時医学管理加算  
届出施設（n＝67）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（∩＝331）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（n＝200）  

全体  
（∩＝13り  

入院時医学管理加算  
届出施設（n＝25）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（n＝9り  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（n＝82）  

山平成20年3月以前   臼平成20年4月以降   □無回答  田平成20年3月以前   8平成20年4月以降  

（注）各項目について「取り組んでいる」と回答のあった施設を対象に集計を行った。  （注）各項目について r取り組んでいる」と回答のあった施設を対象に集計を行った。  
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図表46 負担軽減策の取り組み状況（施設基準別）  

～⑤当直後の通常勤務に係る配慮～  

0％ 10†i 20％ 30％ 40！（ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100，i  

国表44 負担軽減策の取り組み状況（施設基準別）  

～④連続当直を行わない勤務シフトー  

0ヽ  20ヽ  4Pヽ  60ヽ  80ヽ  100％  

全体  
（∩＝516）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝74）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（n＝339）  

ハイリスク分娩管理加算   
届出施設（n＝310）  

全体  
（∩＝516）  

入院時医学管理加東  
届出施設（∩＝74）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（n＝339）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（∩＝310）  

■取り組んでいる  日計画にあるが、取り組んでいない  

日計画にない  田その他  
口無回答  

P取り組んでいる  巳計画にあるが、取り組んでいない  

日計画にない  巳その他  

□無回答  
¶  

図表47 負担軽減策の取り組み開始時期（施設基準別）  

～⑤当直後の通常勤務に係る配慮～  

0，i  20％  40％  60％  80！‘  100％  

図表45 負担軽減策の取り組み開始時期（施設基準別）  

～④連続当直を行わない勤務シフトー  

0ヽ  20ヽ  40＼  60ヽ  80ヽ  100％  

全体  
（n＝371）  

入院時医学管理加算  
届出施設（n＝59）  

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（n＝263）  

ハイリスク分娩管理加算   
届出施設（n＝Z14）  

全体  
（∩＝233）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝48）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（ボ169）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（∩＝142）  

E平成20年3月以前   田平成20年4月以降   □無回答  

■平成20年3月以前    B平成20年4月以降    □無回答  

（注）各項目について「取り組んでいる」と回答のあった施設を対象に集計を行った。  

（注）各項目について「取り組んでいる」と回答のあった施設を対象に集計を行った。  
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図表52 基本給を増やした特定の医師（複数回答）  

0．OIi 20．0，i 40．0％  60．0，i 80．0％ 100＿0％  

図表53 手当を増やした対象の医師（複数回答）  

0．0％   20．0％  40＿0％   60．0％  80．0，i lOO＿0†i  

特定の診療科に勤務する医師  

臨床研修医  

特定の医師  

専門研修医（後期）  

円全体（n＝175）   

巳医師事務作業補助体制   
加算届出施設（∩＝116）  

口入院時医学管理加算   
届出施設（n＝33）  

ロハイリスク分娩管理加算   
届出施設（n＝l18）  

特定の手術室勤務をした医師  

円全体（∩＝44）   

田医師事務作業補助体制   
加算届出施設（n＝29）  

口入院時医学管理加算   
届出施設（n＝6）  

巴ハイリスク分娩管理加算   
届出施設（n＝21）  
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